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その後の英作文教育に大きな影響を与えた Flower (1979) によれば，「悪い」英作文は「書き手主
導作文」 (writer-based prose) である，ということになる。それを「良い」英作文である「読み手主
導作文」 (reader-based prose) と比較してみると次のような差が見られると言う。(Flower 1979, pp.
19-20) 。




mean”)とか，「考えたことを言いなさい」 (“think it and say it”) と言う言葉から始めがちであるが，
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文 (effective writing) を妨げる可能性も指摘されている。たとえば Elbow (1987) によれば，具体的な












この分野を簡潔にサーベイした Cummins (1998) によれば，母語能力と第二言語能力の間には相互
依存性があることが知られている。しばしば CUP (Common Underlying Proficiency) と呼ばれる性質




(1984) はカナダにおける日本人補習学校の生徒を対象にした調査で，この CUP が英語と日本語の間
にもあることを示唆する結果を得ている。 (但し，止むを得ないことであるが，相関の程度は近親言
語間の相関に比べれば大きく低下する。) 




























る」 (Truscott 1996, p. 328) と表されている。その根拠として，まず (a) 過去の研究結果から見ればエ


























ておけば，Truscott が心配しているような stigma の悪影響はなく，従ってそれによって学生をおじ
けづかせることはない。
第二段階では，個々の間違いよりも，間違いのパターンに焦点を当てる。頻繁に現れるエラー
(frequent error)，テキスト全体の理解を妨げるようなエラー (global error)，及びネイティブ・スピ
































おける「第二言語としての英語教育」 (English as a Second Language : ESL) クラスに在籍する学生
を比較の対象として取り上げることにする。そのためアンケート第一部は，基本的な構造を
University of Tennessee の一年生に在籍していた，ESL 大学生100名のエラー添削への態度と期待を








エラーを少なくすることの重要性を尋ねた質問 Q1-1 で，非常に重要と答えた米国 ESL 学生の比
率が91%であるのに対し，日本人学生では39%に過ぎない。文法 (Q1-2) ，スペル (Q1-3) ，単語 (Q1-4) ，
句読点 (Q1-5) ，といった個別のエラーに対する態度でも同じ結果が出ている。そして Q1-1 でエラー
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体」注意深く読んでいることに注意しなければならない。文法ミス (Q1-2-1) では米国 ESL 学生の
92%に対し日本人大学生は81%，スペルミス (Q1-3-1) では米国 ESL 学生84%に対し日本人大学生は



















を調べている。まず，エラーの指摘の仕方について (Q2-1) ，米国 ESL 大学生と日本人大学生は共に
「すべての間違いを指摘して欲しい」という極めて似た選好を持っている。しかしながら間違いの指
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